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自身の経験が生んだ「つながる」場
亀井愛子さんは宮崎県出身。2002年、結婚を機に、鹿児島市喜入地域へ移住した。地元
では幼稚園教諭をしていたが、退職し、新しい土地での生活に。夫はお寺の住職であり、
僧侶の妻「坊守」として、お寺の門徒や近隣のお寺との付き合い、住職の世話など、慣れ
ない仕事に追われる日々となった。しばらくして、慣れない土地とお寺という、ある意味
特殊な環境での子育てを体験することとなった。近くには頼れる両親や親戚、友達もい
ない当時「身の置き所のない強い孤独感」に悩んだという。そんな状況から、少しずつ
地域に友人が出来、一緒に子育てを楽しむ仲間が増えた。「人が集まれる場所や駐車場が
あるから」ということで、お寺で「子育てサロン」 を始めたのが活動のきっかけである。

小さな一歩が少しずつ広がる
子育てサロンに集まる人たちを中心として、子育てコミュニティ「KADAN（カダン）」
が生まれた。チームとして最初の目標は、子育てマップの製作。喜入地域の子育て世代に、
地域の情報を提供するために、最も適したのが子育てマップだった。しかし、このとき
は予算やノウハウの壁に阻まれ、実現には至らなかったという。まずは実績を作る必要が
あると考えた亀井さんは、小規模なイベントをサロン形式で手掛けつつ、「KADAN」を
認知してもらう期間を設けることにした。そして、活動を行いつつコンセプトとロゴを検
討するという期間に約 1 年をかけることとなる。なお、この間にブログやSN（Facebook
やLINE）で、子育て世代向けに情報発信を行うこととした。これにより、少しずつ仲間
が広がりを見せ始める。

助成金を獲得したことで活動が前進
2年目に入り、初めて助成金（平成27年度鹿児島県地域
貢献活動サポート事業）を獲得。活動は一気に広がり
始めた。鹿児島で活躍する様々な社会人が喜入のまち
で子供向け／親子向けの講座に協力してくれるように
なり、仲間も一気に増えていった。そして3年目、助
成金の支援も受けつつ、ついに子育て支援マップを本
格的に制作することに。念願かなって、当初の目的で
あった子育てマップが遂に完成した。
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喜入子育てコミュニティKADAN（会長 亀井愛子）

『子育て世代が本当に幸せを感じられる街へ』



喜入子育てコミュニティ KADAN 団体概要

主な活動内容

主に子育て世代向けに、子育て・子育て支援に関する情報提供を行うこと

を活動の柱としている。そして、子育て世代とのつながりをつくり、地域

の子育て支援に関する意識向上につながる交流イベントや対話会を企画・

運営している。

今後の展望・PRしたいこと

地域の性質として、これまでも多くの移住者が移り住んでおり、これからもその傾向は続

くものと思われる。そこで、この地に移り住んだ家族も、子育てを軸に楽しくつながるこ

とができるコミュニティをつくっていきたい。「活動を地道に続けること」、「一人ひと

りとの付き合い、親子・支援者とのつながりを大事にすること」、「信頼関係を大切にし、

活動を丁寧に行うこと」を大切にしたい。そして、「活動を支える仲間への尊敬」、

「支えてくれる家族や友人の気持ち」、「応援して下さる方の感謝」を忘れないよう、今

後も頑張っていきたい。

課題への取り組み

市町村合併によって鹿児島市に編入された旧喜入町は、広域的には指宿市とのつながりが

強かったことからも、まちづくりや子育てに関する支援のプラットフォームを作りづらい

という背景があった。そこに対して、市民レベルで草の根のネットワークを作っていく必

要性を感じ、まずは子育てマップを皮切りに、少しずつコミュニティを形成していった。

お問い合わせ

●団体名：喜入子育てコミュニティKADAN

●代表者：会長亀井愛子

●Mail：kiirekadan@gmail.com

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://kadan.chesuto.jp/

続ける中で見えてくるもの
活動を続ける中で、地域の方、KADANの活動に関
わった方から共感や喜びの言葉をたくさんいただく
ようになったとのこと。現場では、少しずつ変化の
兆しが表れてきたと亀井さんは語る。地域内の公民
館や小中学校などで、子育て支援の専門家として求
められる機会も増えてきた。
これにより「KADAN」の活動もより広範にひろがる
ようになった。また、新聞等のマスメディアで活動
内容が取り上げられるようになったことも、地域の
中での認知度獲得につながっている。
子育て支援のように、地域のなかで丁寧に実績を積
み上げていくことが求められるテーマにおいては、
まずなによりも継続こそが力となる。これからも、
KADANは喜入のお父さんお母さん、そして子供たち
に寄り添い続ける。


